
年 9 月　　～ 2019 年 5 月 2019 年 5 月 20 日

1

科目名

授業内容

授業形式

　単位数

　サイズ
難易度

Curse No.

宿題の量

　科目名

授業内容

授業形式

　単位数

　サイズ
難易度

Curse No.

宿題の量

津田塾大学国際センター

主な専攻分野： 英語

2018

メディアに関する毎週異なったトピックを講義
形式で学ぶ。宿題として、３週間に１回程度
講義内容に沿った自分なりのレポートを書
く。それに対して先生の細かいフィードバック
が返されるので、構成面、文法面共にとても
勉強になる。グループごとに１回ずつプレゼ
ンテーションもある。

Media and Society

個人や社会に社会的・経済的・政治的な影
響をもたらすマスメディアの発達に関する
様々なトピックについて学ぶ。

講義

3

3

英語における４技能、つまりリーディング、リ
スニング、ライティング、スピーキング全ての
向上を目的とした授業。グループ内を作り問
題を解いたり、プレゼンテーションを行うこと
が多い。

グループ学習

3

3

少ない

４技能を学習するので、幅広く力が身につい
ていると実感した。講義形式の授業ではな
く、授業内で実際に問題を解いたり、先生と
会話をすることが中心。また、English Usage
IもIIも同じクラスメイト・先生で行われるの
で、１セメスターのみの他の授業と比べて彼
らとの親睦も深められる。

協定校留学【終了】報告書

　国名 　学籍番号中華人民共和国

香港樹仁大学 　氏名　留学先大学

　留学期間

履修した科目についてお書きください

　記入年月日

講義＋生徒参加型

English Usage

3

授業形式

単位数

English Writing

英語でのアカデミックなライティングに焦点を
当てる。ライティングに必要なディスカッショ
ン、メモを取る能力、要約、リサーチ力、分析
力も同時に身につける。

科目名

授業内容

多い

　コメント 授業内では先生が書き方に関する注意点や
数時間以内で終わる簡単なライティング練習
を行い、宿題として実際に成績に関係する文
のアウトラインや文の完成までをこなす。よっ
て宿題の量は多く、計画的にこなさなければ
ならい。仕上がった後に授業内で、クラスメイ
トの書いてきた文を生徒も採点する。

宿題の量

コメント

3

サイズ
難易度

Curse No.

講義

3

授業形式

単位数

Gender and Culture in Asia

アジアの持つ独特な文化とそのジェンダー・
セクシュアリティについて学ぶ。女らしさ、男
らしさ、セクシュアルマイノリティ、結婚、宗教
と性暴力の問題などについて。

科目名

授業内容

少ない

　コメント 私たちの住むアジアには様々な国・地域が存
在し、解決せねばならない性問題、性差別が
多くあることを学んだ。ジェンダー問題に興味
のある私にとって非常に役に立つ面白い授
業だった。

宿題の量

コメント

3

サイズ
難易度

Curse No.

やや多い
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1900年から現在までの世界の動きについて
学ぶ。第一次世界大戦勃発までの世界の優
位国のシフト、また冷戦後の世界構造につい
ての世界史を習得する。

宿題の量

授業内容

授業形式

単位数

サイズ
難易度

Curse No.

宿題は出されないが、授業の復習が必要とな
る。また授業内で２回プレゼンテーションがあ
る。

コメント

科目名

授業形式

単位数

グローバリゼーションの時代に非常に重要な
問題となっている移民問題。香港社会に関わ
る移民問題のみでなく、国際的な移民問題に
ついても扱う。

授業内容

科目名

授業内容

なし

.Migraton

宿題は出されないが、毎週の授業の復習が
必須となる。また、世界の偉人について１回
プレゼンテーションを行う。

コメント コメント

宿題の量

サイズ

コメント

The Contemporary World

講義

3

4

なし
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3
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2 人部屋 広さ １０−１２

5

私は基本的に外食が多かったです。先ほど記載したCauseway Bayやその他の駅まで行ったり、学校の周りにも3店
ほど料理屋さんがあります。それ以外は簡単な自炊（麺類や炒め物など）をしたり、電子レンジでチンするだけの料理
を食べていました。白米が食べたい場合、炊飯器は寮に備わっていないので、電子レンジで完成するご飯を買うか、
自分で炊飯器を買うかしないといけません。香港の食事は独特な味付けのものがあり、人によって好き嫌いが分かれ
るとおもます。私は全く問題ありませんでしたが、食が合うか合わないかは大事だと思います。

私は参加していませんでしたが、クラブ活動が多くあります。ここでも上記のような困難が出てくる可能性はあります
が、それよりも共通の趣味を持った現地の仲間を作る良い機会となると思います。また、月に１回国際センターの方
が交換留学生とそのバディを含めたお食事会を開いてくださいました。ここでは留学生間の交流を深めることができ、
その月の誕生日の子のお祝いをしました。さらに毎月１回程度で寮に住んでいる生徒対象のイベントも行われていま
した。（バレンタインワークショップやエースターエッグハントなど）

バスで１０分ほど丘を下ると、Causeway Bayという、日本でいう新宿のような大きな駅に着きます。基本的にそこでな
んでも揃います。IKEAがあるので、寝具や食器はそこで買いました。その他にも、値段の比較的お手頃な日用品屋さ
んなどあるので、そのようなところで生活に必要な物は全て購入していました。

生活の感想

寮生活で困ったことは、湿気の高さによる室内の小さな虫や、　ベッド内のダニです。このような困ったことはあちらの
学校の国際センターの方に伝えれば大抵のことは対処していただけますが、自分でダニ防止シートを持っていくなど
してもいいと思います。また、冷蔵庫のスペースがとても小さいので、入れられるものが限られています。友達には部
屋用に小さい冷蔵庫を買っている人もいました。その他の点に関しては、特に困ったことはなく、快適に過ごせまし
た。部屋からの景色も、香港島と九龍側が見渡せて絶景でした。

津田塾からの同じ交換留学生のミュラーさんと1年弱同部屋でした。交換留学生用の部屋は全て２人部屋でした。私
たち以外の交換留学生は、１セメスターは同じ国籍の人はほとんど同じ部屋でしたが、２セメスターは国籍の違う生徒
が同部屋になっていました。同じ国籍の子がルームメイトになるとは限らないようです。

部屋について

ルームメートについて

畳くらい

授業において所々先生や生徒が広東語で進めてしまうことがあり、疎外感を感じる時がありました。（大抵の箇所は
先生が後から英語に訳してくださいます）また、プレゼンテーションの打ち合わせの際もそのようなことがたまにありま
した。彼らの第一言語であるのでしょうがないことですが、そのままにせずクラスメイトに積極的に訳してもらうよう頼
んでみることで友達作りのきっかけにもなります。また、交換留学生と同じクラスを取ることで疎外感を感じることが少
なく、より楽しく授業が受けれるようになります。早い段階でクラスに仲の良い友達を作っておくことでこの問題は解消
できると思います。

授業以外の活動についてお書きください

授業において困ったこと、その解決法について教えてください

食事についてコメントを書いてください

寝具や生活用品の入手方法

寮（またはアパート、フラット）の生活について教えてください

寮（またはアパート、フラット）名とその場所

Research Complex / 授業の行われるビルの１つの隣に建っています。

１４階建てで、生徒が住むのは８階から１４階です。私たちは１４階に住んでいました。もちろん男子フロアと女子フロ
アに分かれています。各フロアには共用の４つのトイレ、４つのシャワー、洗面所、冷蔵庫、キッチン、コモンルーム、
テレビ、２つの電子レンジ、勉強ルームがありました。キッチンには基本的な器具は全て備わっています。各自で使う
食器やドライヤー、部屋用のwi-fiなどは自分たちで購入します。寮のコモンエリアには寮のwifiが通っています。グラ
ンドフロア（１階）には９−１０台の洗濯機と１０台の乾燥機が備わっています。洗濯は1回８.５ドル、乾燥機は1回２ドル
のお金がかかります。

設備についての簡単な説明
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円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

その他（ 生活費・
交際費

) 円

　　　 　（ 医療費 ) 円

　　　 　（ ) 円

円

換算率 （ 1 =

8

　

いくら保険に入っていようと、海外に発つ際は、事前に病院や歯医者などで身体の不安を解決し、万全な状態で行く
べきです。特に歯医者においては、環境が変わると虫歯になりやすいようなので、事前に対策やアドバイスをしてい
ただきました。また、一度現地の日本人の方が経営していらっしゃる美容院に行きましたが、質も高いわけではない
に関わらずとても高かったので、髪色や長さは事前に日本で調整しておくべきです。言語面においては、事前に若干
の広東語を学ぶだけでも現地の生徒との会話のネタになりますし、いざという時に役立つと思います。

留学先学費 0

保険 15,714 220,000

0

0

目の上が赤く腫れてしまったので、保険を利用し皮膚科に3回程度行きました。処方していただいた薬で完治しまし
た。

留学中に受けた診察（もし差し支えなければ記入してください）

医療保険についてお書きください

渡航前に加入した保険

帰国旅費 5,000 70,000

渡航旅費 5,000

AIG損保

教材費 1,428

本学学費

70,000

留学先大学にあった医療保険制度

費用について教えてください（実際にかかった費用のみ記入してください）

200,000

0 0

なし

受給した奨学金（留学用、給付）があれば記入してください

日本食・・・現地で買うと高い/ 薬・・・現地のものは広東語で記載してあるものが多いのでわかりにくいため、目薬、
風邪薬、頭痛薬、生理痛薬、下痢止めなどは持参すべき　/ 洗濯ネット・・・型崩れや、色移りを少しでも防止するた
めにあると便利　/ ダニよけシートやスプレー・・・上記のようにマットレス内にダニがいる可能性があるので持ってい
くと安心

14 円）

0

食費

14,285

引越し（往復で）

135,000

0

住居費 18,149

19,285 270,000

20,000

留学前にしておけばよかったこと

88,503 1,240,000

語学研修費

9,642

留学前の準備について教えてください

なし

日本から持参すべきもの

（現地通貨）

合計

255,000

0
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最も成長したと思う点は、留学前は英語で話すことに恥ずかしさや抵抗がありましたが、留学を通して自信を持って
間違いを恐れずに英語で会話することができるようになったことです。自分の意思や思っていることを英語で表現で
きるようになりましたし、会話中に分からない単語が出てきても文脈から解釈したり、聞き返したり、と自分から会話を
続けようと努力しました。授業では、移民や近代史を取り、これらの授業特有の専門的な用語やストーリーを学び、大
変勉強になりました。これらの授業内容は最初は理解に苦しみましたが、復習を重ねるに連れて自分の口から説明
できるようにまでなりました。また、授業の中で積極的に発言したり、自分の意見をぶつける機会が日本にいる頃より
も圧倒的に多くなりました。これらの点で、日本ではなかなかできない経験ができ、貴重なものになりました。

学習面においては、当たり前のことですが授業が全て英語で行われるため、最初は私の聞き取りや理解の不十分か
ら苦労することはありました。毎週の復習をしっかりこなしたり、また時が経つに連れて耳が慣れていくので、徐々に
この困難は解消されていきました。生活面においては、私は特に文化の違いでストレスに感じることはありませんでし
た。ただ、香港はバス社会で、本当に多くの種類のバスが走っています。このバスに慣れるのは苦労しましたし、留
学後半になってもバスを乗り間違えてしまうことがありました。時間に余裕を持って行動すること、また出来る限り電
車を利用することを心がけていました。

今後の学習計画および進路について（就職活動）教えてください

今後は第３タームから通学し、卒業は1年遅れた2021年予定です。進路については、趣味の１つである旅行に携わる
仕事である旅行会社、航空業界、また3年ゼミと4年ゼミで履修予定の英語教育の分野も視野に入れて就職活動をし
たいと思います。自分の好きなこと、人の役に立つことを仕事にでき、留学を通して培った英語を少しでも生かせる仕
事に就くことを目指しています。

適応しにくかったこと（学習面・生活面）があれば、記入してください

その他、ご自由に意見を書き込んでください

香港は英語を第一言語としないため、日本人と同じく生徒の中でも英語の語学力には差があります。正直言うと、ネ
イティブレベルの語学力を身につけるための留学先として香港は向いていないと思います。私が語学力の面で目指
していたのは英語での会話に対する殻を破ることでした。香港に留学に出て私が感じたのは、外見がそう異ならない
同じ人種、アジア人として、香港の人とは言語の壁を気にせず話しやすいと言うことです。彼らも私と同じく完璧な英
語を話さないので、間違いを気にせずに力を抜いて会話することができました。そのおかげで英会話に対する私の中
の観念が変わりました。また、文化面においては、英国文化も兼ね備わった中華文化、また香港の美しい景色には
飽きることがありませんでした。香港の食も私に合っていたので、楽しく過ごすことができました。1年弱という短い期
間でしたが、この経験が私の今後の人生に関わることは間違いないと思える、大きなステップの１つとなりました。こ
の留学をサポートしてくださった国際センターの方々、家族、その他全ての方に感謝します。

留学では、真新しい場所に身を置き、真新しい生活を送ります。不慣れな生活や言語に対するもどかしさから、ストレ
スを感じることもあると思います。しかしそれをどう乗り越えるか考え自分なりに努力し行動するすることでそれが新
たな強みとなり、将来に生かせると思います。近いところだと、差し迫る就職活動において、留学を通して得た経験が
自己アピールにつながります。留学を通して何を成し遂げたいか、どのような人間になりたいかを事前に思い描いて
おくことで、1年弱という短い期間でも十分に有意義に過ごせるでしょう。また、言語の上達はいかに自分が積極的に
なるかが非常に大事だと感じました。人に話しかけられるのを待つのではなく、自分から積極的に話しかける、授業
内で積極的に意見を述べることを意識することで、語学力の向上につながると思います。残り少ない学生生活の中
の貴重な９ヶ月が充実したものになるよう、応援しています。

留学を目指す後輩へのメッセージをお願いします

留学の成果（学習面・精神面）を教えてください



　　　１. 寮生のためのフォーマルなパーティーにて。

　　　2. 月に1回の交換留学生とそのバディ間の食事会にて。

　　　3. 休暇期間に、留学先大学の韓国人・中国人・香港の友達とプーケットに旅行に行った際の１枚。


